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を参考に、建築で用いられる (a) 記号 (sign) と (b) 表象
(representation)、(c) 象徴 (symbol) の 3 つの類語の整理を
行った。これにより本研究で扱う (c) 象徴 (symbol) を、
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上で行う。そこで、ここからは (a) 記号 (sign) と (b) 表象
(representation)、(c) 象徴 (symbol) に着目する。
















　前項の 3つの類語から考えると、象徴 (Symbol) が最も
広義的であり、その物理的側面が記号 (sign) であり、心理

























































































体が特徴的であることが主眼にある分類（例 . 図 2)
②敷地コンテクスト性：建築が敷地やそのエリアのコン























目立つことを主眼とした分類（例 . 図 4)
④内部機能の表出：その建築の機能やビルディングタイ
プに基づいたコンセプトを表現することを主眼とした分





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     　　　   倒した 8角柱 3つを交差させる
動線空間：ヒエラルキーの排除
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